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平成 30 年度（2018 年度）国際交流基金海外派遣日本語専門家 

応 募 用 紙 

（2017 年  月  日現在） 
  （ローマ字） 

氏   名 
（漢  字） 

 

 

男 
・ 
女 

生 年 月 日 １９  年  月  日（2018.4.1 現在   歳） 

国籍  ☐ 日本語母語話者である。 

現 住 所 

〒 

 

 

                

(TEL) 

(携帯) 

(FAX) 

(E-mail) 

現住所が国外の
場合は、日 
本国内の住所 

〒 

 

 

(TEL) 

(FAX) 

連絡先名(続柄)： 

選考結果の 
郵送先 

 

 

 
 

現在の勤務先の名称、連絡先（住所、TEL）、職名（常勤、非常勤の別等） 
 
 

 

学 

歴
（
高
校
卒
業
以
降
） 

在学期間 種別  学校名（学部、学科、専攻）、卒論・修論等論文名と概要 

年  月 
～  年  月 

卒業（修了）・中退 

大学 
 

大学院 
 

その他 

学校名： 
論文名： 
 
概 要： 
 
 

年  月 
～  年  月 

卒業（修了）・中退 

大学 
 

大学院 
 

その他 

学校名： 
論文名： 
 
概 要： 
 
 

年  月 
～  年  月 

卒業（修了）・中退 
・単位取得退学 

大学 
 

大学院 
 

その他 

学校名： 
論文名： 
 
概 要： 
 
 

 

職
歴
（
大
学
卒
業
時
よ
り
現
在
ま
で
） 

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

年  月～   年  月  

年  月～   年  月  
 

所属学会・研究会  

 

秘 

写真 

(無帽・正面) 

＊3 ヶ月以内に撮影 

＊裏面に氏名を記入

のこと 

＊縦5cm × 横4 cm 

 

 



(2) 

氏名 

【 国内 】外国人に対する日本語教育の経験（教育実習、TAなどは除く） 

期間（年数・月数） 機  関  名 対象層 指導時間／週 常勤・非常勤の別  

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 

【 海外 】外国人に対する日本語教育の経験（教育実習、TAなどは除く） 

期間（年数・月数） 
機  関  名 

（国名・派遣元機関・団体名） 対象層 指導時間／週 常勤・非常勤の別  

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

年  月～   年  月 

（   年  カ月） 

   ☐ 常 勤 

☐ 非常勤 

 

主な教師養成講座・日本語教育研修会 受講歴 

期      間 機 関 名 ・ 内 容 ・ 時 間 

年  月～   年  月  

年  月～   年  月  

年  月～   年  月  

年  月～   年  月  

 



(3) 

氏名 

日本語教育に関わる主な業績 （論文・著作・講演・学会発表・教材開発等） 

   年   月  

 

   年   月  

   年   月  

   年   月  

   年   月  

 

筆記試験 

受験会場 

東京・ソウル・北京・ジャカルタ・バンコク・マニラ・ハノイ・クアラルンプール・ニューデリー・ 

シドニー・トロント・ロサンゼルス・メキシコ・サンパウロ・ローマ・ケルン・パリ・ロンドン・ 

マドリード・ブダペスト・モスクワ・カイロ （希望受験会場を○で囲む） 

過去３年間の本募集への応募経験 ☐ 無し ☐ 有り （☐ 2014 年 ☐ 2015 年 ☐ 2016 年） 

趣味・特技 
 

 

資格・免許等 
普通自動車運転免許（☐ 有り ☐ 無し） 日本語教育能力検定試験    年合格 

教員免許〔           〕 その他〔                  〕 

（
氏
名
は
省
略
可
） 

随
伴
の
可
能
性
の
あ
る
家
族 

 
 

氏  名 続 柄 年 齢 外 国 語 能 力 

   英 語 評価 TOEFL    点 

（    年   月） 

TOEIC      点 

（    年   月） 

その他の検定     級 

      語 評価 

      語 評価 

   （注） 評価は原則として次の基準に従い記入すること。 

    ただし、CEFR による 6 段階評価としてもよい。 

 A：初級（簡単な日常会話レベル） 

 B：中級（日常生活でほぼ支障ないレベル） 

 C：上級（仕事面でも十分活用できるレベル） 

   

   

 

派遣先について 

１．赴任を希望する派遣先地域、国、機関。その具体的理由と自己アピール 

希望第１位         （理由：                             ） 

希望第２位         （理由：                             ） 

希望第３位         （理由：                             ） 

２．上記１．以外の派遣先となった場合も派遣を希望しますか。     希望する ・ 希望しない 

３．赴任を希望しない派遣先地域、国、機関。その理由 

 

 

４．赴任先についての希望（日本人学校の有無、業務内容、気候等の条件） 

 

 

 

赴 任 可 能 時 期           20  年  月以降 （現職やご家族の都合等で支障がある場合のみご記入ください） 



(4) 

氏名 

1. 海外で日本語教育に従事したい理由、抱負。本プログラムへの応募理由について書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の募集を知ったきっかけ 

□ 日本語教師募集情報サイト・雑誌広告（具体的に： ） 

☐ 基金ウェブサイト・メール配信 ☐ 友人・知人から ☐ その他（              ） 



(5) 
 

氏名 

2. 今後、国際交流基金が国際文化交流事業をより強化していくべきだと考える国や地域を一つ挙げて、

その国や地域との交流をどのように強化していくべきか（障害や制約がある場合はその対応も含め）、

ご自身の考えを記述してください。（派遣を希望する国や地域と異なってもかまいませんし、どの国・

地域を選んだかが選考に影響することはありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



(6) 

氏名 

3. 派遣を希望する国や地域における特定の教育段階の学習者を想定し、その学習者の背景やニーズに

あった日本語教育のコースあるいは授業をデザインしてください。 

その際、架空でかまいませんので以下の点を記述するようにしてください。（2ページ以内） 

（1）対象となる学習者：国、教育段階、年齢、ニーズ、レベル、クラスサイズなど 

（2）コース／授業について：時間数（コースの場合は回数と１回の時間数）、コース／授業の

目標、具体的な１回分の授業の学習活動、教材など 

 

なお、この課題は以下の点を総合的にみるもので、調査分析結果や個別事実の正確性そのものを評価するものではありません。 

  (1)情報収集力、(2)論理的思考力・他者にわかりやすく説明する力、(3)日本語教授に関わる企画力、構成力 

当てはまるものを選択してください。  ☐ コースデザイン   ☐ 授業デザイン 

主に参考にした資料情報を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



(7) 

氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※応募用紙は自身の分としてコピーをとり、第 3 次選考（面接）の際に持参してください。 


